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カケハシ・プロジェクト（カナダ） 

カナダ若手リーダー招へいの記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】カナダの若手社会人 5 名を、様々な視察を通じて日本における多文化共生の在り方を学

ぶこと、日加のビジネス連携の可能性について意見交換すること、パートナーシップを促進することを

目的として、12 月 16 日～12 月 22 日まで招へいしました。参加者は、日本の政治・経済・社会・文化・

歴史・外交政策についての知見を広げ、文化視察では文化継承への理解を深めました。さらに、関係各所

との交流を行い、参加者各々が日本の魅力を発信しました。 

 

【参加者】カナダの若手社会人 5 名 

 

【訪問地】東京都、北海道 

 

【日程】 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）： 

12 月 12 日（木曜日） 【来日前（渡航前）オリエンテーション】事業目的・ミッション、日程説明、 

 渡航上の注意、感染症対策等 

来日までの指定期間 【動画視聴】日本理解講義（Web Japan より選択） 

 

◼ 招へいプログラム： 

12 月 16 日（月曜日）   成田国際空港及び羽田空港より入国 

 【来日時オリエンテーション】 

12 月 17 日（火曜日）   東京都から北海道へ移動 

 【視察】ウポポイ（民族共生象徴空間） 

12 月 18 日（水曜日）  【表敬訪問】北海道 総合政策部 国際局長 小林 靖幸 氏 

 【意見交換】北海道大学 アイヌ・先住民族研究センター 

 【視察】札幌市内（藤女子大学の学生と散策) 

12 月 19 日（木曜日） 北海道から東京へ移動 

 【視察】麻布台ヒルズ 

 【意見交換】カナダ・ビジネス評議会 インド太平洋事務所 トレヴァー・ケ

ネディ氏 

 【表敬訪問】外務大臣政務官 英利 アルフィヤ 氏 

12 月 20 日（金曜日） 【表敬訪問】在日カナダ大使館 広報部 参事官 シリーヌ・ヒジャル 氏 

 【視察】深川江戸資料館 

 【視察】皇居 

 【意見交換】一般社団法人日本経済団体連合会 

12 月 21 日（土曜日） 【視察】パナソニックセンター東京 

 【視察】浅草 

 【文化体験】抹茶 

12 月 22 日（日曜日） 【報告会】訪日成果・帰国後の活動計画発表 
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  成田国際空港より出国 

２．記録写真  

招へいプログラム 

  

2024 年 12 月 17 日【視察】 

ウポポイ（民族共生象徴空間） 

2024 年 12 月 18 日【表敬訪問】 

北海道総合政策部 国際局長 小林 靖幸 氏 

  

2024 年 12 月 18 日【意見交換】 

北海道大学 アイヌ・先住民族研究センター 

2024 年 12 月 18 日【視察】 

札幌市内(藤女子大学の学生と散策) 

 

 

2024 年 12 月 19 日【意見交換】 

カナダ・ビジネス評議会 

 2024 年 12 月 19 日【表敬訪問】 

外務大臣政務官 英利 アルフィヤ 氏 
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2024 年 12 月 21 日【文化体験】抹茶 2024 年 12 月 22 日【報告会】集合写真 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 社会人 

ウポポイ訪問で最も印象に残ったのは、アイヌ民族の豊かな文化と歴史を学ぶという体験でした。ガ

イドは、アイヌの伝統、言語、生活様式について詳しく教えてくれました。また、アイヌの伝統を引

き継ぐ方々のことも紹介してくれました。アイヌのコミュニティーメンバーを紹介してくれたので

すが、彼らは自分たちの歴史的な扱いに対する思いや、自分たちの遺産を守るために現在も続けてい

る努力について率直に語ってくれました。個人的なエピソードや見解を喜んで共有してくださった

ことで、この訪問は深い意味を持ち、彼らの文化を学べたことに深い感謝の念を抱くことができまし

た。 

◆ 社会人 

北海道庁とつながり、関係を深めるすばらしい機会となりました。ここではスタートアップ企業を

誘致し、イノベーションを促進するための計画について聞くことができました。この分野で働く者

としては、すばらしい機会となりました。特に半導体工場とデータセンター・プロジェクトの情報は

印象的でした。北海道のテック・エコシステムの目覚ましい成長を目の当たりにするのが楽しみで

す。 

◆ 社会人 

北海道大学の先生方からアイヌの方々の苦難や、日本でアイヌがどのように認識され始めているか

について伺うことができて良かったです。カナダは過去にアイヌと非常に似た問題を経験しており、

その類似性は明らかだと感じました。アイヌに関する様々な知識・経験を学ぶことは、今後、私が自

身が活躍する業界で仕事をする上で大いに役立つと思います。 

◆ 社会人 

札幌の神社を大学生と散策したことは、文化的な体験であると同時に地元の方々と関わる機会でも

あったため、とても楽しく過ごすことができました。学生たちは私たちを歓迎してくれましたし、親

切で、神社での参拝方法を説明してくれました。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 表敬先関係者 

皆様に喜んでいただけたようで良かったです。今回の来道をきっかけに、参加された皆様も北海道に

ついて、発信いただければと存じます。 
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◆ 視察先関係者 

参加者の皆さんの気持ちや意欲が伝わってきました。活発な意見交換ができ、良い会になりました。 

◆ 交流先参加者 

最初は英語でコミュケーションをとることは難しく、上手く意思疎通できなかったらどうしようと

不安に思っていたのですが、相手の方が私の拙い英語を理解してくれようとする姿にとても感動し

たのと同時に、もっと色々な国の方と英語を使って交流したいという気持ちがより一層強くなり、英

語学習へのモチベーションが高まりました。また、日本の食べ物や文化を楽しんでくれていたようだ

ったので良かったです。 
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５．参加者の対外発信（抜粋） 

 
 

2024 年 12 月 18 日（LinkedIn） 

北海道庁国際局長に表敬訪問でき、光栄でした。

クリーンエネルギーの投資を誘致する北海道の取

り組みや、人口減少という課題に対応するための

革新的な戦略を紹介してくださいました。意見交

換も活発で、有意義な訪問でした。（後略） 

2024 年 12 月 18 日（Instagram） 

在カルガリー日本国総領事館の副領事をしてい

た、よき友人であり、現在は北海道総合政策部国

際局国際課に勤めている方と再会することがで

き、嬉しく思いました。また、北海道総合政策部国

際局長への表敬が実現したことも光栄に思いまし

た。（後略） 

 

  

2024 年 12 月 19 日（Facebook） 

カケハシ・プロジェクトの一環として、英利アル

フィヤ外務政務官にお会いし、カナダと日本のパ

ートナーシップについて話し合う機会に恵まれま

2024 年 12 月 19 日（LinkedIn） 

日本の外務省のカケハシ・プロジェクトの若手リ

ーダープログラムに参加させていただき光栄で

す。様々な専門的背景を持つ 4 人のカナダ人とと
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した。また、カナダ・ビジネス評議会がアジアで事

業を展開するカナダ企業のために、行っているア

ドボカシー活動や、日本に新たに事務所を構えて

から行っている事業拡大活動について教えていた

だきました。これらの話し合いによって、経済的

パートナーシップを育むことの重要性を実感しま

した。（後略） 

もに私もこのリーダープログラムに参加し、現在

多くの文化交流を日本で行っています。プログラ

ムの最初に訪れたのは、2008 年に日本の先住民族

として正式に認定されたアイヌの人々への訪問

で、大変有意義な出会いでした。 

お互いのコミュニティについて学び、つながり、

絆を深めるこの機会に感謝しています。 

 

６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（抜粋） 

訪問地：東京都、北海道 全 1 グループ発表 

 

【成果の発表】 

◆ 訪日全般の学び： 

 カナダと日本の政策の違い（特に若者、マイノリティー、女性問題関連） 

 カナダに進出する日本企業の傾向 

 日本技術のレベルの高さとイノベーション性（HARUMI FLAG（注）、空港のセキュリティチェック、ス

タートアップ企業等） 

（注）HARUMI FLAG：東京都中央区晴海五丁目の再開発プロジェクト。東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技

大会の選手村として使用され、大会後は住居エリアとして改修された。官民連携のまちづくりプロジェクト。 

◆ 気付き： 

 アイヌ文化とカナダの先住民が持つ文化は類似点が多く、食事も似ています。 

 抹茶体験を通して、香りを十分に楽しむために必要な工程やお湯の温度などについて学びました。 

 日本文化のすばらしさについて、特に利便性と安全性が高く、子供が一人で電車移動していたのが印

象的でした。 

【アクション・プラン】 

発信とは別に、参加者が各自でアクション・プランを実施。 

①    既存の関係を強化 

モントリオールと広島は姉妹都市関係にあり、その活動を活性化し、より強固な関係を構築したいと思

っています。日加外交樹立 95 周年に合わせて関係者と話を進めていきます。3 か月以内に今回のプロ

グラムの報告と併せてコンタクトを取り始め、数年単位で活動をしていきます。 

②   資源採掘事業への投資 

カナダ・ビジネス評議会のインド太平洋事務局や経団連などともつながることができたので、このつな

がりを活かし、今後日本の製油所や企業との関係性を深めていきたいと思います。 
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②    経験と教訓の共有 

プログラムを通して多くの発見があったので、多くの人にそれらの発見を共有していきます。まずは自

分を含め、周りで抹茶が好きな人は多いですが、抹茶体験を通して今まで自分は間違った淹れ方をして

いたことが分かったので正しい方法を共有していきます。そして HARUMI FLAG というまちづくりプ

ロジェクトでグリーンエネルギーなどを使用する構想を学びましたが、まだカナダ（オタワ）にはその

ようなプロジェクトが無いため、帰国後にパナソニックなどと連絡を取り合うことでさらにプロジェ

クトについて伺い、カナダでも実現できないか模索したいと思います。 

③    カナダのユダヤ系コミュニティと日本人コミュニティの橋渡し 

自身が行っている活動（普及、ホロコーストの教育、ヘイト防止活動等）を日本人コミュニティに共有

するだけでなく、日本の文化（アイヌ、宗教、抹茶等）を自分のコミュニティに共有できるようなイベ

ントを開催したいです。 

⑤   カルガリー・ジャパニーズ・コミュニティセンター 

既にコミュニティセンターの建設は決まっているため、そのセンター内で行われるアクティビティな

どをより豊かなものにしたいです。生け花や茶道体験などはもちろん、今回のプログラムで学んだアイ

ヌ文化について共有したり、学生同士の交流を促すなど、真の意味で「カケハシ」となるような場にし

たいです。そしてこれらのアクティビティを行うメインホールの名前を「KAKEHASHI HALL」にでき

ないか、自分も一員である役員会で議題としてあげる予定です。 

 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


